
私は高田高校卒業後

に東北大学に９年、筑

波の国立研究所に８年、

その後また東北大学の

工学部に戻って今年で

16年、仙台暮らしも通

算で25年になります。この間、原子力用の

材料の教育と研究に携わってきました。大

学に移って以降のこの十年ほどの間に、

1997年の大学院重点化や2004年の国立大学

法人化などいろいろと制度的な変化があり

ました。また少子化傾向への対策やらイン

ターネットの普及などがあり、国立大学と

社会の関わりはずいぶんと変わってきたな

と思っています。

これらの流れの中で思うのは、大学の教

員からの研究や教育内容についてメッセー

ジの発信先が、学会や大学生はもちろんの

こと、小・中・高校生、社会人、さらに現

役をリタイアされた方や、主婦や地域の皆

さんと、幅広い年代の人たちに広がってき

たということです。そのために多くの人に

いかにして研究・教育の成果やメッセージ

を、分かりやすく伝えるかという情報発信

のスキルと、社会の動きについての的確な

情報収集を行うスキルを高めることが求め

られていると思います。

私の専門は原子力関連の材料ですが、私

自身も原子力やエネルギー、資源、放射線

応用などについて、東北地方の各地で年数

回程度の出前授業などを行って、皆さんが

何を知りたがっているのか、そしてそれを

いかに分かりやすく、しかも正確に伝える

かということで、いろいろと勉強していま

す。ここではこれに関連した活動として大

学のオープンキャンパス事情について紹介

させて頂きます。

東北大学のオープンキャンパスは、95年

に高校生向けの学科紹介という形で、工学

部が学内のトップを切って始めました。そ

の後、理系の学部が中心となってオープン

キャンパスとして恒例行事化し、さらに文

系の学部も含めて全学的な催し物になって

きました。今年のオープンキャンパスは７

月30・31日に行われ、２日間で延べ３万６

千人近くの人たちが参加したそうです。工

学部でも6100人近くの来場がありました。

私の所属する専攻（量子エネルギー工学

専攻）は工学部の東の端にあるため人の流

れの点では見学者が来にくいところなので

すが、それでも２日間で1100人の方が来ら

れました。95年頃に比べると数倍から十倍

近くに増えています。現在は小中学生、高

校生、大学生、一般または保護者の方、企

業の関係者の方など、実に多彩な皆さんが

見学に来られていますが、やはり主体は高

校生です。個人で九州や沖縄などから来ら

れる生徒さんもいますし、最近は東北地方

の進学校を中心としてバスを仕立てて団体

で来る学校も増えてきました。

高田高校からもほぼ毎年、二年生全員が

バスを仕立てて一泊二日で参加してくれま

す。３年前には、オープンキャンパス初日
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に高田高校の生徒さんを見つけて、引率の

先生に連絡し、厚かましくも宿泊先のホテ

ルまで押しかけ、夕食後のOBと現役生の

懇談会にも出席させてもらいました。高田

のように仙台から400㎞近くも離れ、車でも

５～６時間かかるところからたくさんの生

徒さんたちに来てもらえたというのは、OB

としてだけではなく、迎える側の大学の教

員としても格別の思いがします。

普段は出身地についてあまり意識するこ

とはないのですが、オープンキャンパスで

は一時に全国からたくさんの人が集まりま

すから、私の同僚も含めて現役の学生たち

も、同郷・同窓というのが気になるようで、

同窓生などを見つけると結構会話が盛り上

がったりしています。高田高校からは毎年

10人前後の生徒さんが東北大学に入学して

いますが、私としてはオープンキャンパス

の経験をきっかけとして、一人でも多くの

生徒さんに東北大学に来てもらえればと思

っています。

振り返ってみますと、私が大学受験をし

た昭和40年代末における大学入試の情報は

旺文社の「赤本」や受験雑誌が中心で、大

学からの情報は味気ない募集要項だけがた

よりでした。『雪椿』をお読みになっている

同窓生の皆さんも同じ状況ではなかったか

と思います。それに比べると、ホームペー

ジから得られる無料で誰でもアクセス可能

な豊富な情報や、オープンキャンパスでの

先生方や生徒さんのための受験相談窓口な

ど、大学側の姿勢の変化に隔世の感がしま

す。

私の周辺の学生たちに聞いても、1/4近

い学生が入試の前に一度は東北大学に来て

いると答えていますから、この制度も全国

的に広まって多くの高校生の皆さんが活用

するようになったのだと実感しています。

我が家の愚息も今年高校２年生で進路をそ

ろそろ決める時期にあります。昨年は東北

大学のオープンキャンパスに行ったので、

今年は東京に行ってみたいと言って、高校

が募集した１泊２日のツアーで東京に行っ

て、だいぶやる気が出てきたようです。遊

び半分でもいろいろな大学の中に入って、

その雰囲気や教育・研究の中味を体感して

くるのは、受験へのモチべーションを高め

るのに有効だとあらためて実感しています。

オープンキャンパスの位置づけとしては、

学外向けだけではありません。学部・学科

の事情にもよりますが、私の所属する学科

（機械知能・航空工学科）ではオープンキャ

ンパスが研究室配属の説明会も兼ねていま

す。現役の１、２年生にとっては３年生に

なる時に決まる配属研究室の志望を絞り込

む上で、必要な情報を得る大切な場にもな

っています。そのために説明場所を実験室

などに設定し、研究室の現場の雰囲気を知

ってもらうなどの工夫もしています。我々

教員にとっても、普段あまりおつきあいの

ない研究室の研究内容を知るチャンスでも

あります。私もこの機会を生かして他の研

究室に行くことがありますが、研究内容だ

けでなく、机や装置の配置、整理の仕方ま

でいろいろと参考になるものを遠慮なく見

ることができるので結構重宝しています。

研究室で説明に当たる４年生や修士、博士
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課程の学生にとっては、自分たちの研究内

容について、その背景や意義も含めて見学

に来た人のそれぞれのレベルに合わせて、

５分くらいで分かりやすく説明するよう指

導していますが、彼らの説明がうまくいっ

ているのか、毎年気になるところです。説

明を担当する学生たちにはこの期間中にい

くつかの役割を交代で分担し、まさにフル

回転で一生懸命説明や質問の対応をやって

もらっています。この説明の時に自分の理

解力不足に冷や汗をかくことや、また逆に

見学者に貴重なアドバイスを頂くこともあ

るようですし、他の研究室を覗いていろい

ろな情報を仕入れてくることもあります。

インターネットが幅をきかす昨今ですが、

このようなオープンキャンパスでのマンツ

ーマンのやりとりが、学会での発表や就職

活動で自分のやってきたことを分かりやす

く説明する、あるいは必要な情報を短時間

に整理して自分の活動に生かす、さらに年

齢も違う見ず知らずの人とコミュニケーシ

ョンを取るという社会人としての基本的な

スキルの鍛錬の場となっていると思い、重

宝しています。

今やオープンキャンパスも夏の恒例事業

となって、私たちも天候や参加者数の増減

に一喜一憂し、それなりに苦労をしながら

も、いろいろな出会いを楽しんでやってい

ます。皆さんも最近の大学の事情を知るま

たとない機会ですから、母校かお近くのオ

ープンキャンパスに行って、学生さんたち

との会話を楽しまれてはいかがでしょうか。
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